




















































要約:   1951～1968 年と 1974～1994 年における、日本全国の人口動態統計から得られた

多胎出産(出生と死産)資料を用いて、多胎の種類別出産率、死産率、周産期死亡率の年次

推移、これらの率に影響を及ぼす要因について分析を行った。また、ふたごと三つ子以上

の多胎出産率の地域格差について分析を行った。

  排卵誘発剤のふたごへの影響は 1987 年までは小さいが、翌年からふたご出産率は上昇

している。三つ子以上の多胎出産率は 1951～1968 年まで横這い傾向にあるが、1974 年か

ら上昇をはじめ、1985 年以降は急上昇している。ふたご出産率は 1951～1968 年の値より

1994 年の値の方が 1.3 倍、三つ子は 4.7 倍、四つ子は 28.7 倍も上昇している。五つ子の

値も l987 年以前の値に比べ、1988～1994 年の値は 4 倍程も上昇している。なお、ふたご

出産率への排卵誘発剤や体外受精の影饗は 1987 年までは比較的小さいが、1987 年以降急

上昇している。なお、1994 年のふたご出産率は前年(1993 年)の値に比ぺ 6.4%、三つ子は

1 8.6%、四つ子は 5 5.1%(22 組から 35組へ)も上昇している。

  県別ふたご出産率の年次推移から、ふたご出産率は 1992 年頃から急上昇している県が

多いことが明らかになった。 1994 年のふたご出産率(平均値は出産千あたり 8.3)を県別

にみると、一番高い値は 11.2と 1960年以前の白人の値に近づいている。三つ子以上の多

胎出産率もふたご出産率の高い県で高い傾向がみられた。県別ふたご出産率と三つ子以上

の多胎出産率の動向から、 1995 年以降の多胎児出産の上昇が予測される。

 わが国の多胎の種類別死産率と周産期死亡率は年次とともに急速に減少している。ふた

ごの単胎児対する周産期死亡率の危険率は 6 倍前後、三つ子は 12～13 倍、四つ子は 15～

22 倍も高い。


